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フ ォ ー ク ナ ー の"TheHound"に つ い て
そ の2重 レベ ル のnarrativeをめ ぐ っ て
池 内 正 直
(1)
毎年,年 末 が近付 いて くると,様 ざまの雑 誌や単行本 で,〈○○年版 ミステ
リーベス ト10>といった ものが発表 され る。1994年版の年末の リス トの海外部
門で,1位(も し くは2位)の 栄誉 に輝 やいた作品 は,ス コッ ト・ス ミス とい
う新人作 家 の 『シ ンプル ・プ ラ ン』 だ ったω。ふ と した こ とか ら手 に入 った
400万ドル余 りの大金 の秘密 を守 るため に,次 々 と殺人行 為 を犯 さねぼな らな
い状況 に陥 った,中 心人物 の心情 や運命 は,読 者 の共感 を十分 に撰 ぶ ものであ
る。特 に最初 の殺人 を犯 した後 で,そ の ことが 自分 の兄 の口か ら彼 の友人 に伝
わ り,そ の男 か らの直接 の,あ るい は間接的 な,し か も将来 一生 涯予想 され
る,脅 迫 やゆす りめいた言動 に脅 える主人公 とそのi妻の心 の動 きは,ま ことに
強い緊迫感 に満 ちている。苦悩 する主人公 は,や がて兄の友人 と彼 と同居 して
いる恋人 を射殺 し,そ の犯行 をまった く赤 の他人 に負わせ るために,さ らに も
う1件 の殺人 を重ね る。 しか し,完 全犯罪 を仕立 てるためには,さ らに次の殺
人が必要 とな り,そ の こ とが原因 で さ らに また …… と殺 人行 為が重 なって い
く。
この一人の平凡 なサラ リーマ ンが,た った1つ の偶然 か ら何人 もの罪のない
人間を殺 してい く必然的 な運命 の悪意 と,そ れをいか にもあ り得 る ものの如 く
に仕立 てあげてい る もの は何 だ ろ うか。 それ は恐 ら く,主 人 公Hunkを 責 め
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苛む内面の苦悩や動揺が,何 日もか けて煮込 んだシチューの ように じっ くりと
念 を入れて描 き出されているか らであろう。た とえば,最 初の犯罪の直後 に,
被害者pedersonの死 をその人物 自身の過失 による事故 と,見 せか け る工作 に
取 りかか る時 のシーン》で,ハ ンクの心情 は こんなふ うに描 かれ てい る。
AndassoonasIthoughtthis-thatPedersonwasdead,thatIhad
kiIledhim,smotheredthelifeoutofhimwithmyownhands-myheart
flutteredheavilyupintomythorat.IrealizedthatI'dcrossedaboundary,
donesomethingabhorrent,brutal,somethingIneverwouldhaveimagined
myselfcapableof.rdtakenanotherman'slife.
Thisthoughtbewilderedme,setmymind .tumblingbackWardahd
forward,rationalizing,justifying,denying,anditwasonlywithan
extremeeffortofwillthatIregainedcontroLIshutmyselfdown,pulled
back,forcedmymindtoconcentrateonnothingexceptwhatwasgoing
tooccurinthenextfifteenmi皿tes.Icontinuedontowardtheeastern
.edgeofthepark,myarms.supportingPederson'sbody,guidingthe
snowmobilethroughthetrecs,halfmybrainoccupiedwiththoughtsof
thebridgeandJacobandthesheriff,theotherhalfdesperatelytryingto
fightoffastrange,horriblythreateningsensation-thatIwasdoomed
now,trapped,thattherestofmylifewouldpivotsomehowoffthissingle
act,thatintryingtosaveJacob,1'ddamnedusboth.(2)
このように,昨 日まで はまった く善良で平凡 な人物が,今 日は自分の犯 した
罪 に脅 え苦 しみなが ら,オ ハ イオ州北部の田舎町で甲斐 な き苦慮 と努力 を続 け
てい くあ り様 は,WilliamFaulknerの"TheHound"の主人公 を思 い出 させ
る。 この作 品 も,短 編作品で はあるが,殺 人行為 を犯 した後の主人公 の行動 や
内面 の動 きを鮮 明に描 いた もので,こ の作家 の短編作 品研究の第一人者Hans
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Skeiの言 い 方 を 借 りれ ば,"astoryofself-tortureandguilt"だか ら で あ る
(3)。
フォー クナ ーが ミス テ リー 仕立 て の作 品 を,好 んで書 いた作 家 だ った とい う
こ とは,よ く知 られ た こ とで あ る。Sanctuary(1931)にして も,Lightin
、4㎎24sr(1932)にして も,あ るい は またAbsalom,Absatom∫(ig36)につ い
て もその よ うな特 色 が指 摘 され て い る。 いず れ の作 品 も,ま ず 〈謎 の探 究 〉が
基本 となっ て い るか らで あるω。 だ が これ らの長 編 作 品 は,普 通 に世 間 一 般 で
言 う推理 小 説 とか探 偵小 説 とは,か な り違 った もの にな って い るの もた しか で
あ る。 とい うの は,端 的 に言 え ば,フ ォー ク ナ ー の 作 品 は く娯 楽 として の殺
人〉 を主題 とした もの とは,ま った く異 な った ものだ か らで あ る。
一方 これ らの作 品 を書 い て いた 頃 の フ ォー クナー は,短 編 小説 の中 で は,直
接殺人事 件 を拠 か った もの を幾 つか書 い てい る。 その 中で最初 の作 品 は,1930
年 の1月 頃 に脱 稿 した と言 わ れ る"Smoke"で あ る{5)。この作 品 は事 件 の発 生
か ら犯 人 の追 求 にいた る まで,純 粋 に ミス テ リー仕立 て の体 裁 を持 った作 品 に
仕上 ってい る。 引 き続 き フ ォー クナー は,"DrySeptember"(1930年2月頃 脱
稿),"TheIlound"(1930年11月頃脱 稿),"Wash"(1933年)などの殺 人事 件
を中心 に据 えた作 品 を書 い て い く。 ただ これ らに共 通 して い る こ とは,そ の 中
心 にな る問 題 が"Smoke"の よ うに犯 人 の追 求 に あ る の で もな けれ ば,そ こ
で活躍 したGavinStevensとい う("Smoke"に初 登場 して探偵 役 を果 した)
人物 像 を発展 させ る こ とに あ る ので もな い。 ア メ リカ の1918-1930年頃 とい う
のは,探 偵 小 説 黄金 時 代 だ と言 わ れ て い る(6)。正 にそ の時 期 に,ギ ャ ヴ ィ ン ・
ステ ィー ヴ ンズ とい う名 探偵 を登場 させ るの に成 功 した フ ォー クナ ーが,そ の
同時期 あ るい は直後 に取 り組 ん だ,"DrySeptember"以下 の殺 人 を伴 な う作
品を,い わ ゆ る探 偵小 説 風 の作 品 に仕 組 ん で い かな か った の はなぜ なのだ ろ う
か。 その あた りの と こ ろを,"TheHound"を 読 んで ひ と とき考 えてみ た い。
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(II)
"Th
eHound"は,ErnestCottonがHoustonを射 殺 し た と こ ろ か ら始 ま
る。 そ の直 後 の行 動 に も落 ち度 は な く,計 画 は見 事 に実 行 さ れ た 。"Hehad
coachedhimselfthenightbefore...,H hadchosenhisplacewell."とい っ
た ふ うに(7)。そ の後 の死 体 の処 理 を忘 れ て い た こ と につ い て も,夜 中 に鳴 き続
け る ヒュー ス トンの飼 い 犬 に よ って 気付 か され た お か げで,太 い枯 れ 木 の 中空
の穴の中に隠す作業 も完了した。 これで万事めでたしとなるところだが,この
後 の コ ッ トンの,d情は,"Hefeltnotriumph,vindication,nothing(153)"で
あ り,"lain'tneverbeensotired,._Likeeverthinghadgotoutenhand.
Climbingthatstump,andthenoisethatshotmade.(155)"であ っ て,彼 自
身 に は予 測 で きな か った よ うな 苦 渋 を味 わ う こ とにな る。
そ の苦 痛 か ら逃 れ る こ とは ます ます 困難 に な る。 夜 が明 け ま昼 時 ,村 の男 た
ち が群 が っ て 気 楽 な 会 話 を して い る所 で も,不 安 は つ の る ば か り。 「彼 は み ん
な の視 線 を感 じて(p.157に3回 も繰 り返 され て い る)」,ヒ ュ ー ス トンの こ と
に つ い て 言 わ ず もが な の こ とを喋 っ て し ま っ た 結 果,そ の 場 の 「連 中 を み ん
・な ,… 連 中 よ りむ しろ言 葉,お 喋 り」 を,始 末 しな くて は い け な い とす ら考
え る よ う に な る(157)。確 か に彼 の言 った こ とは,他 の どの 男 た ち の 言 葉 よ り
も,ヒ ュー ス トン殺 害 につ なが る もの だ っ た。 しか もさ らに,コ ッ トンが 彼 を
殺 した理 由が,そ の富に対する抑圧 されていた嫉妬が爆発 したためであった こ
とが{8),読者 ばか りでな くその場 に居合 わせ た男 た ち に も,察 し得 る よ うな も
のだ ったか ら。
さ らに何 日か後 にな る と,彼 が犯行 に使 った 旧式の散弾銃が発 見 され た り,
死 体 を隠 した あた りにハ ゲ鷹 が集 まって くるようにな る。 コ ッ トンの内面 の動
揺 は・彼 が"waitedforsomething(P.160に2ケ所)"と い う,こ の作 者 が こ
.のよ うな文脈 で よ く使 う表現 に表 れ てい る。夜 には再 び 「深 く響 き渡 りまこう
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ことな くあの犬の悲 しげな」鳴 き声が聞 こえて くる。彼 は斧 を手 に持 って猟犬
と格闘 しなが ら,一 方 その斧で,枯 木 に穴 を空 けて死体 を引 きず り出 し,そ れ
を今度 は川 に流 して処分す ることにす る。 だが川 まで持 って来た死体 の片一方
の腕が,折 れて無 くな ってい るのに気付 き,再 び最初 の死体隠 し場所 に戻 った
ところで逮捕 され る。 この作業 の シー ンで,主 人 公 は多 くの ことを語 らない
が,繰 り返 し襲 って来 る猟 犬 と闘 いなが ら,一一見隠 した死体 の処理 をもう一度
や り直 す とい う単純 な反復作業 の描写 に,作 品全体の15パー セ ン トか ら20パー
セン ト近いスペー スが割 かれてい る{9}。この冗舌 な描写の 中に,コ ッ トンの仕
事の苛酷 さ と,そ の無意味 さが よ く醸 し出 されている。
努力の甲斐 な く逮捕 された コッ トンは,町 の留置所へ護送 され る際 に自殺 を
計 るが,そ れ もうま くいかない。留置所の中で は,先 ほ どまでの死への願望 を
あざ笑 うかの ように,空 腹感 に苛 まれ る。作品の最後の部分 は,待 ち遠 しい夕
食が,彼 に対 してで はな く,彼 が一 方的 にではあるが辛 じて優越感 を抱いてい
た黒人たちの方に運 ばれてい くシー ンである。
この作品の 冒頭 で は,す べ てが計画通 りに うま く運 んでい るよ うに思 われ
た。 ところが,予 想外 の実行計画 の綻 びが,時 間の経過 とともに次々 と現 われ
て くる。急 いで死体 の始末 に とりかか るが,そ の後彼のや ること為 す ことのす
べてが裏 目に出 るとい う有様であ る。 その意味では,こ の作品 を貧乏 白人 であ
るコッ トンの悲劇 の物 語 として読 む ことがで きるだろう。特 にその節 目ご とに
現われ る猟犬の鳴 き声 の持 つ意味 は小 さ くないであろ う。実際主人公が ようや
く一息 をっけそうだ と思 っている時 に,そ の声が聞 こえて くるのだか ら。 だか
ら,こ の犬 は主人公の罪のシ ンボルで ある とい う解釈 も肋,妥 当で あろう し,
彼の悲劇の仕掛 け役 と捉 えて もよいだ ろう。特 に彼が捕 われ る直前 の場面 で,
古木に穴 を空 けて死体 を取 り出そうとす る場面で は,こ の犬が執拗 に襲 いかか
って くる。 こ の1ペ ー ジ ほ どの シ ー ン(PP.161〔1.3〕～162〔1.2〕)で,
「犬」 とい う語 が頻 繁 に用 い られ てい る。 しか も`hound'が2回に対 して
`do
9'がユ2回使われ,代 名詞(itやhe)は意識的 に避 けられてい るように見 え
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る。言 うまで もな く,Do9はGodを意識 させ る語であ る。 つ まり彼 はGodな
らぬDo9に襲 われ る男だ ったのだ。作 者の意 図の有無 にかかわ らず・ この場
面 におけるコッ トンは,神 か ら見放 され,処 罰 されてい る姿 を呈 してい ると言
っていいだ ろう。
(III)
f`TheHound"の面 白さにっいて,批 評家た ちは,殺 人 を犯 した彼の犯人で
あるコ ッ トンの心 の動 揺 を見事 に描 き出 した点 であ り,「第1級 の」「卓越 し'
た」作品で ある と評価 してい る(ID。もっ とも,こ の作 品が,1930年の当時Sat-
urdayEvening.Post,Scribners,A?nericanMercuryといった雑誌 に次々 と拒
否 された理 由が,そ の内容の過剰 なホラース トー リー性 にあった とい うことと
かa2),「運命 の不可避 な重圧 に対 す る救 済感(relief)の欠如」 をあげて03),あ
ま り高 く評価 しない観点 もある。
そ う言 えば,主 人公の犯行後の苦悩 の様子 に して も,前 述 のようにある程度
は分 るにして も,本 稿の冒頭 に揚 げたScottSmithのASim坤lePlanに見 ら
れ る明解 さに比べた時,は るかに不透明である。 この作品 を執筆 した当時の フ
ォー クナー は,結 婚 したばか りで,新 たにLoanOakと名付 けた家 も購入 し
た直後 であ り,伝 記 に も明 らかだ し伝説的 にも有名 なほ どに,貧 窮 していた。
にもかかわ らず,な ぜ もっ と分 り易 くもっと売れ行 きの良い作品 を書かなかっ
たのだろうか。 この頃の フォー クナーの文学的関心は,一 体 どの辺 にあったの
だろうか。
そ もそ も作者 はこの作品において も,分 り易 い意味内容 の ことを,わ ざ と難
解 に表現 している。 しか もそれ は,特 に後期の フォークナーに顕著 な,わ ざと
難解 な用語 を用 いた り,作 家独 自の造語 を使 った り,修 飾語句 を次々 と重ねた
り織 り合わせ絡 み合 わせ ることによって生み出 され る難解 さで はない。 そ こで
用 い られている単語 その ものは,極 めて単純で容易な ものである。た とえば,
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先 にも一部引用 した個所 だが,コ ッ トンの独 白の中にこんな一節がある。
"Iaintneverbeensotired
._Likeeverthinggotoutenhand.Climbing
thatstump,andthenoisethatshotmade.」L漉召Ihadgottobesomebody
eゐewithozctknowingit'仇aPlaceω ノlerenoiseωt7Slouder,climろ碗9
harder'oclimb,witkoutknowingit."(155,Ita.mine)
イタ リックスの部分で も難 易度の高い単語 は1つ もない。言語明解,し か し
意味不明瞭。 だが この場面での彼 は,よ うや く終 らせた死体の処分の大変 な苦
渋を語 ってい る文脈 か らして,「知 らぬ間 に別人 にな らね ばな らなか った」 と
は,〈遊然 自失で我 を忘 れた〉 とい った意味 あいを持 ってい る と,解 して よい
のではない だろうか。何 しろ 〈(散弾銃の)音 も思 い もよらぬほ ど大 きな音 が
した し,思 い もよらぬほ ど苦労 して(木 に)登 らな くて はな らなか った。殆 ど
我を忘れて夢 中で〉だったのだ か ら回。 この場面 で,コ ッ トンは ・〈荘然 自失〉
だ とか,銃 の 〈音響 は予想以上 に大 きく〉な どといったハ イブラウな表現 は用
いていない。教養の高 くないプアホワイ トの語 いの範囲内で,可 能 な限 りの表
現力を与 えられているだけなのだ。
もう1つ の例 をあげ よう。Varnerの店 の前 にた むろす数人の男 たちが,消
息を絶 った ヒュース トンの噂 を してい る場面 で,そ の中の1人 が こんな ことを
言 う。
"Houston
wassmartenoughtodoereathinghetakenanotionto....∬
乃〆ゴzvantedto∂ 『3幽>ear,1rec〃0ηZ〃θ'4aknownabOittZ〃1～atZ〃θ 吻0甜
noz〃."(156,Ita.mine)
この一節 に も,方 言 的 な表 現 や託 り(reckon,ereathing)や視 覚 方 言
〔eyediarect〕と して のa(=have)を 除 け ば,語 数3000語の 『英 語 基本 語彙
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辞 事 典 』(中 教 出版)に 収 め られて い ない語 は,notionぐらい の もので あ るG5}。
こ こで も,こ の人物 の言 わ ん と して い る,「 も し彼 が 姿 を隠 そ う と望 め ば,俺
た ちの今 知 って い る こ とぐ らい しか知 らな か っ ただ ろ う」 とは,〈奴 が その気
にな った ら(俺 た ちが今 何 も分 らな い と同 じ よ うに)俺 た ち に は とうてい分 ら
ん だ ろ う〉 とい う意 味 あいの ことで あ ろ う。 この男 の 口ぶ りには,幾 分 か のユ
ー モ ア も掃 き込 まれ て はい るのだ ろ うが,少 な くとも彼 は 〈我 わ れ の能 力 で は
解 明 す る こ とは まず不 可能 だ〉 な ど とい った,い さ さか キザ で はあ るが明解 な
表 現 をす る よ うな こ とは ないで あ ろう。
この よ うに,コ ッ トンや貧 しい農 夫 た ちの ように,限 られた 教養 で数少 ない
語 い しか持 ち合 わ せ て いない人物 た ちの言語 表 現 には,TheSOZtndandthe
Fu2y(1929)の白痴 のBenjyとかAslLay鋤iμ9(1930)の 同 じ くVar・
damanを思 い起 させ る もの が あ る。 もっ と もベ ン ジー た ち に は,物 事 を識 別
した り判 断 す る能 力 はない が,用 い る言語 に は,彼 の制約 をは るか に越 えた も
のが あ り,"impossiblediscourse"とさえ称 され て い るa6)。た とえば,"They
〔thepigs〕weregruntingandsnaffinginthetroughinthecorner."など と
い う任意 の1文 に はal},先の 『英語 基本 語 彙 事 典 』 に入 って い な い ものが3語
もあ る。 ヴ ァー ダマ ンの言 葉 につ いて も,同 様 の こ とが 言 えよ う。"Thetop
6fthebarncomesswoopingupoutofthetwilight."とい う 文 章 で も08),その
中 の3語 は基 本3000語を越 えてい る。 その上,表 現 が洗練 され て い る と言 って
よいだ ろ う。"Heisintheopendoor.Helooksatme.一一.Hisheadisslick.
...Helocksthedoor.DeweyDelhsinside.Thenthelightwinksout.(238)"
な どは,用 語 も明 晰 で,意 味 の 方 も明解 になって い る。 これ らの人 物 た ちの表
現 は,"TheHound"の男 た ち とは,少 しばか り異質 の もの の よ うで あ る。
"TheHeund"の男 た ちは
,強 い託 りを交 えなが らも,言 わ ん としてい る内
容 や使 って い る用 語 は,決 して複 雑 な もので は ない。 平 易 な語句 ばか り使 い,
時折 高踏 的 な内容 を言 お う として冗長 な表 現 にな る。 これ と似 た ことは,.実は
同 じ頃 に執 筆 され た"Smoke"(1930年1月末 に脱 稿)の 中 に も,見 られ る現
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象なのであ る。 ここで は,八 一ヴ ァー ド大学 を卒業 して田舎町へ帰 って来 て検
事 を勤 めているGavinStevensが,町の人 び とと田舎託 りの言葉 を喋 る時 に,
表れ るのである。つ まり,彼 の会話の相手が方言を使 う人物 の時には,彼 もし
ばしば同 じレベルの表現 をす るのだ。農夫 のVirginiusが,人が悪事 を働 らい
た時 に問題 なのは,そ の行為で はな くてその行為が(結 果 として)残 した(金
銭な どの)も のだ とい う主 旨の ことを述 べると,ギ ャヴィン ・スティー ヴンズ
はこんな風 に言 う。
`Butit'swhathedoesthatpeoplehavetohurthimfor
,theoutsiders.
Becausethefolksthat'11behurtbywhatheleaveswon'thurthim.Soit's
agoodthingfortherestofusthatwhathedoestakeshimoutoftheir
hands.Ihavetakenhimoutofyourhandsnow,Virge,bloodornoblood.
Doyouunderstand?'
`Iunderstand
,'Virginiussaid.a9}
ヴ ァー ジニ ウス は`Iunderstand'と言 って い るが,実 は優 れ たギ ャヴ ィ ン ・
ステ ィー ヴ ンズ論 を書 い たPatricSamwayでさ え も,ギ ャ ヴ ィ ン は"enig-
matically"に表 現 して い る と述 べ て い るほ ど,解 釈 の難 しい個 所 で あ る⑳。
ここを筆 者 な りに読 む とす れ ば,〈残 され た(金 銭 や土 地 な ど)の こ とを考 慮
した りす る と世 間 の人 々 は盲 目 にな るの で(そ れ は一旦 忘 れ て),悪 事 その も
のを(き ちん と見据 えて)処 罰 す べ きで ある。 だか ら彼 を,た とえ血 縁者 で は
あって も,悪 い こ とを した んだ か ら捕 える こ とはや む をえな いので は ないか〉
とい った内容 で はない だ ろ うか 。 こ こで検 事 ギ ャヴ ィンの相 手 が,ヴ ァー ジニ
ウスで なか った ら,も う少 し的 確 な用語 や専門語 な どを使 って説 い て いた で あ
ろう。 だ が こ こで のギ ャヴ ィンは,"TheHound"の男 た ち と同 じ レベル で語
ってい るので あ る。
HeartinConflictの著 者M.Grimwoodは,短 編 小 説"Afternoonofa
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Cow"(1935)を詳 細 に分 析 して,こ こに 用 い られ て い る2種 類 の 言 語 表 現
に,フ ォー クナー とい う作 家 の2面 性 を探 り当 てて い る。 つ ま り,=複雑 で難 解
な もの と,平 易 な表現 が混 在 す る点 に おいて で あ る。 そ して また この特性 は,
その作 品 よ り前 の"Smoke"の ギ ャヴ ィ ンの言 葉 使 い の 中 に,既 に芽 生 えて
い る もの で あった とい う こ とも,す で に考 察 された こ とで あ る⑳。 この こ とを
考 え合 わ せ る と,"TheHomd"の 言 語 は,"Smoke"あ た りを起 点 と して
"AfternoonofaCow"へと発 展 す る
,延 長 線 の上 にあ る もの で あ る と言 う
こ とが で きる。 換 言 すれ ば,"TheHound"の 中 で作 家 フ ォー クナー は,1つ
の こ とを2重 の表 現法 を用 いて表わ す 方法 の,再 度 の挑戦 の試 み を行 って いた
と言 えるだ ろ う。 複雑 に絡 み合 う複数 の顔(と 心)を 持 った フ ォー クナー に と
って,こ の時期 にお いて,こ の ような表 現態 度 は,避 け難 い もの だ ったの で あ
ろ う。
先 に,ベ ンジイや ヴ ァー ダマ ンの用語 と,"TheHound"の それ とはい さ さ
か異 な るの で はない か と述 べた。 実際 白痴 的人物 と,社 会 生活 を営 んで い る人
物 た ち とは,使 う言語 も別 様 で あ って 当然 の こ とだ ろ う。 た だ,似 てい て非 な
る言語 とい う点 におい て も,作 家 が この時期 に少 しずつ変容 を遂 げていた こ と
の もう1つ の証 しにな るで あ ろ う。 そ して以 上 の論 か らす れ ば,そ の こ とが,
"Smoke"あた りを起 点 としてお り,"TheHound"へとs繋 が ってい っ た と
い う ことにな るが,こ の こ ととギ ャヴ ィン ・ス テ ィー ヴ ンズ とい う人物 像 の誕
生 を考 え合 わせ る と,フ ォー クナー の転 換期 が この あた りに あった こ とが ます
ます は っ き りして くるだ ろ う。'RichardC.Morelandは,フォー クナーの 変化
の時期 を,Liglzti7zAztg2tst(1932)やAbsolom,Absalom∫(1936)などの 作
品 の頃 に見 てい る。 そ して その理 由 と して,階 級,人 楓 性 別 な どの問題 に取
り組 む こ とに よって社 会 的 ・歴 史先 な拡 が りが得 られた とい う こ とをあげ て い
る働。 た しか に その 通 りで は あ ろ うが,上 述 の よ うに作 家 が 言 語 の面 で も,登
場 させ る人物 の面 で も,大 き く変 った,1930年の始 めに,も う1つ の転 換 期 を
発見 して も よいだ ろ う。(こ れ は作 家 個 人 に とって は結婚 〔1929年6月〕 や 新
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居購入 〔1930年4月〕,社会的 には大恐慌の発生 〔1929年10月〕 ともか さな る
大変化 の時期で もあった。)
(IV)
以上の論述か らすれ ば"TheHound"は,アーネ ス ト ・コ ッ トンの悲劇 と
その内心の動揺 を,大 きな転換期 にさしかかった作家が,必 然的 に取 り組み始
めた表現手法 を用 いて,描 き出 した ものであった。 この ことは,本 作 品を読 む
上で最 も大切 なポイ ン トと言ってよいだ ろうが,そ の他 に も注 目してお きたい
ことが,幾 つか残 ってい る。
この作品が出版社側 にスムーズに受 け容れ られない理 由の中に,前 述の とお
りそのhorrorstory性があった。だが主人公が死体 を拠か う以上 は,AsI
LayLlyingの場合 と同様 に異臭 が漂 った り,四 肢 が欠 け落 ちた りす る とい っ
たグロテスクで滑稽 な側面の描写 も,見 過 ごした り省略 した りする ことはで き
ないのである。実際 の ところ,AsISLayDyingの中で,狭 い棺 の中 に横たわ
る母親が息苦 しいで あろうと考 えたヴ ァーダマ ンが,棺 に釘 で穴 を空 けて,母
親の額 に"3つ 目(の お化 け)の 目"の よ うな もの を作 るといった シー ンに見
られ るような,グ ロテスクなユーモア とか,TheSoz〃ndandthe勘り の
Jasonの行動 に見 られ る ドタバ タ喜 劇 的 な滑 稽 な要 素 な ども,こ の"The
Hound"の何 ケ所 か に織 り込 まれ てい る。次の引用 は,コ ッ トンが最初 の死
体隠匿場所 の古木の穴の中へ,ヒ ュース トンを投 げ込んだ ところが,外 部 の視
点か ら語 られ ている。
It〔thebody〕didn'tfallfar.Heshovedatitfeelingarounditwithhis
handsfortheobstruction;hetiedtheropeaboutthestubofalimband
heldtheendofitinhishandsandstoodonthebodyandbegantojump
upanddownuponit,whereuponitfledsuddenlybeneathhimandlefthim
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danglingontherope.(155)
コ ッ トン に とって は,ど れ ほ どひた す ら懸命 に取 り組 む作 業 で はあ って も,
第3者 の 目か ら見 る とズ ッコケ た滑 稽 な行 為 で しか ない こ とが,最 もよ く分 る
シー ンで あ る。 さ らに また,2番 目の死 体 移 動 の個 所 で も同様 の こ とが 言 え
る。 そ こで は,斧 が食 い込 んだ木 か ら抜 けた ところで,"hefellwiththeaxe
inhishand(160)"と 描 写 され た り,死 体 が穴 か ら引 き出 され た とこ ろで
"C
ottonwentoverbackward(161)"と,滑稽 味 を交 えて描 き出 され て い る
の で あ る。 自殺 を計 ろ う と して い る時 も,"hefeltakindofrageathisown
toughness(163)"なの で あ る。 フ ォー クナ ー は,ど ん な悲劇 的 で あ った り悲
惨 で あ った りす るス トー リー の中 で も,こ の よ うにユー モ ラスな一 面 を見 出 さ
ね ば済 まない人 の よ うだ。 先 の ・4SILayρ吻gの 場 面 もそ うだが,ま た た と
え ばLightin、4ugust(1932)のJoannaBurdenが殺 害 され た様 子 が語 られ る
と ころな ども また,そ の端 的 な1例 と言 え るだ ろ う。
"Shewaslyingonthefloor
,Herheadhadbeencutprettynearoff;_she
waslayingonherside,facingoneway,andherheadwasturnedclean
aroundlikeshewaslookingbehindher.Andhe〔acountryman〕said
howifshecouldjusthavedonethatwhenshewasalive,shemightllot
havebeendoingitnow.伽)
フォー クナーが この ように2面 性 や対照性 を執拗 に追求す るの は,言 語表現
の 場 や 悲 喜劇 の場 面 にお い て だ けで は な い。II.Skeiの指 摘 す る"The
Hound"の大 きなテーマ,「自然 と人 間(や 文 明)と の対立」 もその1例 であ
ろう閻。 自然の力 は,人 間の無力感 を極 だたせ た り,人 間 を狂 気 に駆 り立 てた
り'してい る。 また もっ とささやかな コン トラス トで はあるが,音 声 と静寂,明
'
と暗,光 と影,昼 と夜,寒 と暖,乾 と湿 などの対比が,"TheHound"の中に
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も十分 に描 き留 め られ てい る。
Againstthedark繊 〃ofthejunglefireflieswinkedanddrifted;from
beyondtheblackwallcametheboomingandgmnting㎡ ノ恒gs,..,From
themusingimpenetrabilityaheadthevoiceofthe加拠 ∂camesteadily.
Hefollowedthesound,mudd)ノagain;theairwaschill,yethewas
sweating....Heplungedforward,histeethdり雇ngunderhis4ηlip,_He
cursedthedog,hisvoiceadrywhisper.1{ecouldhearsilencebutnothing
else.(154,Ita.mille)
この数行 の中 には,先 にあげた様 ざ まの相対す る物事や事 象が,こ こぞ と
ばか りに,集 約 的 に表出 されている。 その意味で,こ の一旬 はフ ォークナー
の特色 を見事 によ く表 す文章 の代表 の1つ として銘記 しておいて よいだ ろ
う。 そ してさ らに,こ れ らの対照的な ものは,互 いに対立 す るので はな く,
むしろ渾然一体 となって1つ の世界 を構成 してい る。 どうや ら作者 は,2つ
の相対す る ものがあって初 めて,何 か1つ の有機的 なものが存在 し始 めるの
だ とで も,言 ってい るようではないか。
この ことは,フ ォークナーの様 ざまの特色 について再考 を促す ポイ ン トに
なるであろう。た とえば この作家 のユーモアについて も,必 ず しも頻繁 にで
はないが,論 じられ ることが よ くある問題 である。 そしてその どんでん返 し
的,あ るいは ドタバ タ喜劇的特質 とか,唐 突 で意外 な場面 に見出 されるユー
モアな どにっいては,筆 者 も何度か検討 した こ とが ある㈱。 だが それ らの議
論の中では,《 ユーモアは非ユーモアに対立 する ものではな く,双 方は不即
不離の関係 にある もの〉 として用 い られているのだ とい う一点 については,
説 き及 び得ず に終 っていた。
実際,こ れ までの論述か らすれば,こ の作家のユーモア,あ るいは喜劇 的
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な観 点 は,彼 の表現 す る悲劇的で救い ようのない暗い世界の コ ミック ・レ リ
ーフな どとして,用 い られた り表現 された りしてい るのではないのだ。あ る
いはまた,悲 劇的世界 のバ ランス を取 るため に,そ のア ンチ ・テーゼ として
投入 され た もの で もな い。 ユー モ ア と非 ユ ーモ ア,喜 劇 と悲 劇 は,"The
H皿nd"の 男た ちや"Smoke"のキ ャヴィンの言語表現 が そ うだ った よ う
に,対 照的の ように見 えて実 は同 じものなの であ る。一 体 の ものなの であ
る。だか らこの両面 を,同 時 に表 現す ることは,こ の作家 に とっては,根 源
的 な ことで あ り,逃 れ る ことので きぬ帰結 で あった と,考 えて よい のであ
る。
(V)
"TheHair"が執筆 されたの は,作 者が ち ょうどSanctuary(origina1版)
やAsILay功6ηgの 執筆 か ら終了 に至 る時期 に重な っている㈱。 その こと
もあってか,"TheHound"の中 にもSanctZtaryのようなシ ョッキ ングな主
題(殺 人事件)や,AsILayDyingにあるようなホラー物的 な側面(死 体
にまっわ る匂 いや形状)も 作 中の各所 に織 り込 みなが ら,悲 劇 的であ り,同
時 に喜劇 的な物語が成立 している。 また殺人事件 とい う大衆受 けのす る主題
で出発 した この作品 は,Andr6Bleikastenの言 う大衆小説 との 区別 の ポイ
ン ト,"sense6foutrage,derision"を十分 にはらんだ仕立 てあが りとなっ
た聞。 どうや らこの時作家を駆 り立 てていた もの は,時 代 の流行 の大衆小説
の流れで はな く,"Smoke"を執筆 した時期 に開眼 した,も う1つ の こ とだ
った ようだ。すなわ ちそれ は,相 反 す る対照的 な2種 類 の言語 で,同 一 の も
の を表現 す るとい うた くらみであったのだ。 そ して さらに,対 照的 な物事や
現象 も,互 いに対立 した り対比 した りす るべ きものではな く,そ れ ぞれが渾
然一体 とな って1つ の有機体 である とい う観念の表現への,困 難 な挑戦に駆
りたて られていたのであ る。 フォー クナーの文体 が1930年代半 ば以降 にな る
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と,ま す ます綜錯 を極 め ることになった と言われているが,そ の変化 の原因
も,作 家 の この種の挑戦 に よるところが大 きいのではないだ ろうか。
註
{1)『こ の ミス テ リー が す ご い!'95年版 」(別 冊 宝 島 編 集 部,1994年12月25日号)で は 第
1位 で あ り,r週 間 文 春 』(1995年1月5日 号)で は第2位 。 な お後 者 で1位 に な っ た の
は,R.D.ウ ィ ン グ フ ィ ー ル ド 『ク リス マ ス の フ ロ ス ト』 で あ る(な お こ の 作 品 は 『こ
の ミス テ リー が ～ 』 で は第4位 に な っ て い る)。
{2)ScottSmith,ASiniplePtan(N.Y.:ST.Martin'sPaperbacks,1994),pp.91-2.な
お こ の 作 品 の 面 白 さ に つ い て は,〈 ベ ス ト10>等 が 発 表 さ れ る よ り も は る か に 早 い 時 期
か ら,「 明 治 大 学 国 際 交 流 セ ン タ ー 」 の 江 川 武 範 氏 が 大 い に 賞 讃 し て お り,筆 者 も一 読
を勧 め られ て い た 。(翻 訳 版 で は,近 藤 純 夫 訳 〔扶 桑 社 ミス テ リー 〕)
(3}HansII.Skei,14・'lillia7nEα'4～丘ηeγ二The/VovelistasSIIortSfoηWriter(Oslo=
Universitetsforlaget,1985),p.169.
{4)た と え ばAbsaloin,Absalom∫に つ い て,RobertP.Parkerは,この 作 品 の ポ イ ン ト
は,「 歴 史 」 で は な く 「誰 が 何 を知 っ て い るか 」 とい う点 で あ り,「 読 み 進 み つ つ 推 理 し
っ っ 変 化 して い く知 識 」 とい う点 で あ る と論 じ て い る。cft`Absalom,Absalonz1":
T/ieQttestioningOfFictions(Boston:TwaynePublishers,1991),p.96.
SanctttaryやLightilzん《gπsrにつ い て も,同 時 代 の 探 偵 物 語 の 要 素 を留 め て い る と
い う指 摘 は少 な くな い 。 そ の こ と は,殺 人 事 件 や 暴 力 事 件 が頻 発 して い る こ とか らだ け
で も,明 ら か で あ ろ う。Of.MichaelMillgate,"lntroduction"toM.Millgate,cd.,
NewEssのysoll``LigJitinAttgttst"(Cambridge:CambridgeUniv.Press,1987),p.5.ほ
か 。
(5}HansH.Skei,H/lr'lliamFattlkner:TheSilortSroり'Career(Osto:Universitets
forlaget,1981),pp,36-7.以下 そ の ほ か の 短 篇 小 説 の 製 作 年 代 も,主 と して 本 書 に よ
る。 な お"Smoke"論 に つ い て は,拙 稿,「 ギ ャ ヴ ィ ン ・ス テ ィ ー ヴ ンズ 登 場 一 フ ォ ー
ク ナ ー の 「紫 煙 」 に つ い て 」,土 屋 哲 編 『ア ル ビ オ ン の 彼 方 で 』(研 究 社,1994年),
pp.141-157を参 照 され た い。
(6)ハ ワー ド ・ヘ イ ク ラ フ ト(林 峻 一 郎 訳),『娯 楽 とし て の 殺 人 一 一探 偵 小 説 ・成 長 と そ
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の版 に よ る。
な お"TheHound"の 初 出 は1尭 ♂餌 提 議(1931年8月)で,そ の 後DrrVlαrtino
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andtlte、Flの・'"o`Zighti12Attgust"(BloomingtonandIndianapolls:IndianaUniv.
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